
政策の柱 政策名 6 少人数指導と少人数学級の組合せ等による充実した教育の推進

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容
【参考】

R5予算額

317,601

41,829

5,147

5,935

1,700

476

600

1,700

2,200

14,600

427

7,948

125,000

2,866,837

139,222

706,691

　・【新】高校オープンイノベーション支援事業
　　　教科等横断的な学習や地域課題等をテーマとした探究活動を行うために地域・大学・企業等
　　　との連携を促進するコーディネーターを配置するとともに、連携活動の動画による情報発信等
　　　を実施

　・学びの体験オープンハイスクール事業
　　　中学校３年生の体験入学期間を設けるとともに、地域への授業公開を推進

　・【拡】県立学校整備等に関する検討事業
　　　「令和の魅力と活力ある県立高校のあり方検討委員会」の報告書をとりまとめるとともに、
　　　新たな検討会議を開催

■国際人として活躍する資質を育成する教育の充実

　・小学校専科教員等配置事業
　　　中学校との円滑な接続を図るとともに、理科などの学習内容の高度化に対応するため、
　　　小学校3～6年生対象の専科教員を配置するほか、発達障害のある児童生徒への対応を
　　　支援する教員等を配置

未来とやま

様々なニーズに対応した教育環境の整備が進められ、魅力ある質の高い教育が行われているこ
と。

■学校の実情に応じた専科指導の実施

■校種間連携の推進

　・高大連携未来を拓く人材育成事業
　　　県内大学等と県立高校が連携し、大学教員による高校での専門性の高い特別授業や、
　　　探究科学科設置校等による合同発表会を開催

（３）校種間連携の推
進

（４）魅力と活力ある
学校づくり

「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

　・少人数教育推進事業
　　　－小学校6年生までの全学年で少人数学級(35人以下学級)を実施
 　　 －小学校3～中学校3年生で少人数指導を実施するため非常勤講師を配置
　　　－小中規模校において、きめ細かな指導により、基礎学力や望ましい学習態度の一層の定着
　　　　 を図るため、非常勤講師を配置
　　　－中１・35人学級実施校の授業時数増への対応や少人数指導の充実のため、非常勤講師を
　　　　 配置

（１）少人数教育の推
進

■少人数教育の推進

（２）新たな教育課題
への対応と特徴ある
教育環境の整備

　・運動場等整備事業
　　　グラウンド・テニスコートの改修等

　・幼児教育の質の向上推進事業
　　　幼児教育施設への訪問研修などで幼児教育スーパーバイザー等が指導助言し、幼児教育の
　　　質の向上を図るほか、幼児教育と小学校教育との円滑な接続を推進

　・とやまの高校生留学促進事業（再掲）
　　　高校生等の異文化理解を深め、我が国と海外の国との相互理解と友好親善に寄与する
　　　人材育成のため、県内高校生等に留学支援金を給付し、海外留学の促進を図る

■学校運営の改善
　・学校評議員事業
　　　学校運営協議会を導入する学校を除く全県立学校に学校評議員を置き、学校運営や
　　　学校評価にその意見を反映

　・高大連携未来を拓く人材育成事業（再掲）
　　　県内大学等と県立高校が連携し、大学教員による高校での専門性の高い特別授業や、
　　　探究科学科設置校等による合同発表会を開催

■県立学校教育振興計画の推進
　・県立学校教育振興計画推進費
　　　「県立学校教育振興計画　基本計画」に基づき、生徒の学習環境の整備等を着実に推進する
　　　ために必要な施策を実施

■県内教育研究団体との連携
　・県内各種教育研究団体等への活動助成

　・【拡】高等学校校舎等リフレッシュ事業
　　　県立高校教室空調更新事業、特別教室空調新設事業、普通教室等LED化工事

■県立学校の整備推進
　・【新】県立高等学校跡地活用推進事業
　　　令和４年３月に閉校となった県立高校の跡地の活用のため、用地の整備に向けた設計・調査
　　　業務や公有財産の取得等を実施

　・【拡】高等学校建設事業
　　　高等学校の老朽改築等の施設整備、武道場の改築、富山高校トレーニングハウス新設の実施
　　　設計



610,294

473,777

＜参考＞
活動指標

中3：43.8％
高3：59.3％

中3：50％以上
高3：50％以上

中3：50％以上
高3：60％以上

９校
（３８校中）

３８校
（３８校中）

34校
（34校中）

R3
(2021年度)

R8
(2026年度)

　・学校修繕費
　　　県立学校施設の修繕

目標

指標の説明

　・特別支援学校建設事業
　　　特別支援学校の教室不足解消に向けた施設整備

中学3年生でCEFR A１レベル相当（実用英語技能
検定3級等）以上、高校3年生でCEFR A2レベル
相当（実用英語技能検定準2級等）以上の英語力
を有する生徒の割合

授業や学校行事を地域や保護者に公開した延べ
日数が５日以上である全日制県立高校の数

授業や学校行事を地域や保護者に公開
した１校当たりの延べ日数が５日以上であ
る学校（全日制県立高校）の数

求められる英語力を有する生徒の割合

指標名
現況

R3年度


